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愛媛大学第4期中期目標 (抜粋)

第４期中期目標期間においては、少子化、高齢化、地球環境問題の深刻化という中長
期的課題に加えて、With コロナ社会における価値観や社会システムの再構築という新

たな課題に、全学を挙げて取り組むこととする。また、大学も社会の変化とともに機能
や社会的役割を変容させる必要があることを認識し、組織としてのダイバーシティを推
進する。さらに、全世代対応型の「地域における知の拠点」としての多機能化を図り、
Sustainableな社会、Resilientな地域社会の構築に貢献する。(前文より抜粋)

１．人材養成機能や研究成果を活用して、地域の産業（農林水産業、製造業、サービス
産業等）の生産性向上や雇用の創出、文化の発展を牽引し、持続可能な地域共創社
会の実現を目指す。

愛媛大学第4期中期計画 (抜粋)

（２）「全世代の人材が活躍する社会」の構築につながるリカレント教育の推進に向けて、
地域及び地域産業に関する専門知識・技術を有し、地域活性化のリーダーとなれる

「地域専門人材」の育成をはじめとして、社会情勢や地域のニーズの変化に応じた人材
育成プログラムを、ステークホルダーと協働して開発し強化する。

第4期中期目標の期間：令和4年4月1日から令和10年3月31 日
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愛媛大学第4期中期計画 評価指標

１）リカレント教育プログラムの修了者数

２）リカレント教育プログラムの開発や改善に関わる
ステークホルダーの数

第４期中期目標期間末までに、延べ3,000人以上

第４期中期目標期間末までに、延べ200機関以上

３）地域協働型センターと地域専門人材育成・リカレント教育支援
センターが連携して実施したリカレント教育の成果公表と情報
発信のための企画件数（シンポジウムの開催や報告書の発行等）

第４期中期目標期間末までに、累計20件以上
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愛媛大学の概要

令和5年5月1日現在
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県内唯一の国立大学

理系人材の育成

医師・看護師、教員の養成

地域志向人材の育成

高度な学術研究機能

３つの共同利用・共同研究拠点

幅広い社会連携機能

県内各地に設置した
「地域密着型センター」

愛媛大学の強み

学部

法文学部

教育学部

社会共創学部

理学部

医学部

工学部

農学部

大学院

人文社会科学研究科

教育学研究科

医学系研究科

理工学研究科

農学研究科

連合農学研究科

医農融合公衆衛生学環

地域レジリエンス学環

機構

教育・学生支援機構 社会連携推進機構

先端研究・学術推進機構 国際連携推進機構
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愛媛大学の運営体制
縦糸と横糸による全学ガバナンス
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愛媛大学は、地域貢献型の大学として、地域の永続的な発展に貢献するべく、愛媛大学の
持つ教育と研究に関わる強みや特色を最大限に活用して、社会貢献を果たしています。
産学連携と地域連携の２つの機能を有する社会連携推進機構は、現在、愛媛県及び県内
全20市町を含む２３の公的機関、２２の企業・諸団体との間で連携協力協定を締結する
とともに、１4のセンターを設置して社会連携体制の整備と拡充を進めています。

愛媛大学の幅広い社会連携機能

令和5年7月1日（土）に「食品健康機能研究センター」が開設
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地域協働センター西条

地域協働センター南予

○ 専任教員１人、兼任教員２６人（全学部・研究科から参加）
○ 平成28年7月、西条市・地域創生センター内に設置。
○ 東予地域は第一次産業、第二次産業、第三次産業がバランスよ

く存在しており、産学官連携、６次産業化支援、高大連携活動、
リカレント教育プログラム開講、フィールドワーク、インターンシップ、地
元就職支援などの拠点として様々な課題解決に取り組んでいる。

○ 兼任教員２8人（全学部・研究科から参加）
○ 令和元年10月、西予市・宇和米博物館内に設置。
○ 南予地域は第一次産業が盛んなエリアであり人口減少問題、鳥
獣害対策、空き家問題、公共交通網維持、柑橘産業等の課題
解決に取り組んでいる。

○ 兼任教員２0人（全学部・研究科から参加）
○ 令和3年3月開設。２つの活動拠点（医学部を有する東温市、
また、観光の中心である松山市）を設置。
○ 中予地域はサービス産業の第三次産業に特徴があり、医療、健康
産業、観光・サービス産業、農林業等の課題解決に取り組んでいる。

地域協働センター中予

紙産業イノベーションセンター

○ 約40人の教職員と学生が居住=>レジデント型センター
○ 平成26年に設置。自治体や企業の支援により平成30年
に新棟建設

○ 地元紙産業界との連携（地元企業との共同研究実施、
企業の研究者を大学院生・研究員として受入）

南予水産研究センター

○ 約50人の教職員と学生が居住=>レジデント型センター
○ 平成20年に設置。地元の愛南町から旧庁舎・旧校舎
を無償借用

○ 持続可能な「えひめ水産イノベーションシステム」の構築
①新養殖魚種スマの完全人工養殖技術と流通システム
の開発

②ICT活用による赤潮・魚病対策技術の開発と活用

①地域協働型センター ②地域産業特化型研究センター

野菜スイーツ『Saita』開発
（地域協働センター西条）

平成30年に建設した新棟
（紙産業ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ）

完全養殖に成功したスマ
（南予水産研究センター）

①地域協働型センター
県内の東予・中予・南予地域に設置し、地域連携コーディネーターと多様
な専門分野を有した多数の兼任教員が、地域の様々な課題解決に向け
て地域ステークホルダーと協働で取り組んでいる。

②地域産業特化型研究センター
紙関連の産業クラスターがある四国中央市に「紙産業イノベーションセン
ター」を、海面養殖が盛んな愛南町に「南予水産研究センター」をそれぞれ
設置し、研究（技術開発）と教育（人材育成）を一体化して行い、その
地域の基幹産業の課題解決と担い手確保を図っている。

愛媛大学では、「地域に密着した中核機能」を発揮することを目的として、
愛媛県及び県内全20市町と連携協力協定を締結するとともに、地域の
特性・ニーズに応じて愛媛県内に「地域密着型センター」を設置していま
す。

「地域密着型センター」には、

①幅広く地域活性化に貢献する｢地域協働型センター｣

②地域産業のイノベーションを目指す｢地域産業特化型研究センター｣

という２つのタイプがあり、それぞれの地域の特性に応じたセンターをその地
域に配置することで、愛媛県内全域で地域に密着した中核機能を発揮
しています。

愛媛大学の地域密着型センター
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地域協働センター西条
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地域協働センター南予
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地域協働センター中予
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紙産業イノベーションセンター
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南予水産研究センター
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植物工場研究センター
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愛媛大学の代表的なリカレント教育プログラムと実施主体

目標：地域や地域産業の活性化
社会共創クリエイター育成講座 (社会共創学部) ※
地域創生イノベーター育成プログラム（東予）(地域協働センター西条) ※

地域創生イノベーター育成プログラム（南予）(地域協働センター南予) ※
柑橘産業人材育成プログラム (農学研究科附属柑橘産業イノベーションセンター) ※

目標：地域産業のイノベーション
愛媛大学水産人材育成講座 (南予水産研究センター)

森林環境管理学リカレントプログラム (農学部) ※

観光サービス人材リカレントプログラム (法文学部・地域協働センター中予)

目標：地域や社会基盤の保全
防災士養成講座 (防災情報研究センター)
社会基盤メンテナンスエキスパート(ＭＥ)養成講座 (理工学研究科（工）・防災情報研究センター

消費生活講座 (法文学部)

目標：新産業の創出
植物工場人材育成プログラム (植物工場研究センター)

※：履修証明プログラム・・・60時間以上の体
系立てたプログラムで修了者に対して法に基
づく履修証明書（Certificate）が交付され、ジョ
ブカードへの記載ができる。

・工学部附属社会基盤 iセンシングセンター) ※

地域専門人材（地域及び地域産業に関する専門知識・技術を有し、地域活性化のリーダーとなれる人材）の育成を目指して，
社会的重要性が高いプログラムを，多様な実施主体が開講
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地域創生イノベーター育成プログラム（東予）
1 多彩な外部講師陣の登壇

現場の第一線で活躍する産学民官の若手･
中堅人材を投入！講師の半数以上に
外部講師を採用(21名/40名)

2 充実のサポート体制

①チューターを３名配置し，大学院進学や
関係機関の紹介まで幅広く対応
②キャリアコンサルタントによる就職や転職，
進学等に関するアドバイスの場を創設すると
ともに，オンラインの支援コンテンツを提供
③労働局とタイアップして，受講に
向けての情報提供を推進すると
ともに，就職・転職支援を実施

3 付与される称号

大学の正規の履修証明プログラムとして
実施され，履修した受講者に対しては
｢地域創生イノベーター｣の称号を付与

4 次世代を担う新たな知見の習得

SDGsを中心にSociety5.0/DX，CN/グリーン
イノベーション，イノベーションマッチング，
レジリエンスなど社会の最新動向を学ぶ
とともに，産学民官/異分野連携に必要な
合意形成手法についても，きちんと学修

内
外
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識
者
や
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テ
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ク

ホ
ル
ダ
ー
の
意
見
も
踏
ま
え
構
成

産学民官連携の事業実施委員会が支援

履修
証明



① 地域ニーズの把握
地域専門人材・リカレント教育支援センターの専任教員（コーディ

ネーター）が，地域内外の有識者12団体16人からリカレント

教育に関する意見を聴取するとともに，行政部局･経済団体･

NPO･高等教育機関など地域の52団体を幅広く訪問し，地域

人材育成に向けた対話を実施。

② ニーズをもとにしたカリキュラム改編
Society5.0/DX，CN/グリーンイノベーション，レジリエンスなど，

現代の社会課題に対応したカリキュラムに改編。文部科学省「DX等

成⾧分野を中心とした就職・転職支援のためのリカレント教育推進

事業」に採択。

主な科目 講演内容 外部講演者の所属先

Society5.0とDX
ICT/IoTの活用による地域活性化
西会津町デジタル戦略の推進
鯖江発オープンデータ活用とDFFT

四国総合通信局，西会津町(CDO)，㈱jig.jp

カーボンニュートラルと
グリーンイノベーション

カーボンニュートラルに向けたエネルギー科学技術
地域循環共生圏の構築に向けた取組

中国四国地方環境事務所(四国事務所)，
九州大学(カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所)

地域イノベーション
マッチングの手法

イノベーションマッチング
科学技術コミュニケーション

IAMAS(情報科学芸術大学院大学)
島根大学(地域未来協創本部)

レジリエンス
地域と連携した「防災」と「まちづくり」の担い手育成
企業･団体におけるBCPへの取組

愛媛県中小企業家同友会

地域創生に向けた
実例シーズ

サテライトオフィスの進出
四国西予ジオパークの推進
旅によるコンフォートゾーンを出る経験の重要性

㈱プラットイーズ，四国西予ジオパーク推進協議会，
ANAX㈱

次世代を先取りする
地域事例

神山プロジェクト
コミュニティナースを活用した地域づくり
地域案内人・ガイド｢インタープリター｣の養成
新しい働き方の創造と地域活性化
スマートかつ強靭な地域社会(RX)の実現に向けて

認定NPO法人グリーンバレー，久万高原町立病院，
(一社)をかしや，NPO法人いよココロザシ大学，
㈱パソナJOBHUB，四国経済産業局

合意形成手法
合意形成手法の基礎
コワーキングスペースの重要性

㈲環境とまちづくり，コダテル

【プログラムのポイント】

現場の第一線で活躍するプロフェッショナルが
外部講演者として登壇
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国立大学協会 令和4年度大学マネジメントセミナー資料(若林，2022)より抜粋･一部改変

令和4年度地域創生イノベーター育成プログラム（東予）



令和5年度プログラムの発展

1 多彩な外部講師陣の登壇(22名/40名)

2 充実のサポート(チューター･キャリアコンサルタント等)

3 付与される称号(地域創生イノベーター(東予))

5 地域ハブ人材･イノベーションマネジメント人材の育成強化

4 サーキュラーエコノミー関連科目の重点化

地方創生 地産地消 地域通貨 環境保全

文部科学省 成長分野における即戦力人材
輩出に向けたリカレント教育推進事業 採択

特 色

主な講演者

演 題 講演者

カーボンニュートラルに向けたエネルギー
科学技術

松本 広重(九州大学)

あさひかわデザインウィーク 杉本 啓維
(旭川家具工業協同組合)

スマートシティ会津若松の推進 本島 靖(会津若松市)

真庭バイオマス産業杜市構想の展開 道下 昌弘(真庭市)

地域におけるジオパークの推進 新名 阿津子(高知大学)
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令和5年度に
新規開講した講義
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柑橘産業人材育成プログラム設置の背景

柑橘産業の復興，発展に対する社会要望

+
愛媛大学大学院農学研究科附属

柑橘産業イノベーションセンターの開設 (H30.12.1)

柑橘産業イノベーションセンター南予サテライトの開設 (R元.5.27)

【地域連携室の機能】
＊復興支援に関する
要望，研究テーマに
関する情報の収集

＊産地からの要望を
受け，担い手育成に
係るリカレント教育等
に係るプログラムを
企画調整
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｢柑橘産業人材育成プログラム」 の概要

【目的】
愛媛の柑橘農業および柑橘の加工，流通を含む幅広い関連産業の振興に資する能力を有
する人材を育成します。

【応募対象】
柑橘産業および関連産業に関心を持つ一般社会人を広く募集。例えば，1)将来的に柑橘
産業及び関連産業に従事することを志している方，2)現在従事している仕事に役にたつ知識を
得ることを目的とする方，3)柑橘産業に対する教養的な知識を高めたい方など。

【内容概要】
本プログラムは，３つのステージから構成。 「ステージⅠ」では「柑橘産業の全体像と，柑橘
産業を取り巻く社会情勢と発展性」を，「ステージⅡ」では「柑橘産業を営み，発展させるための
基礎的な科学的知識」を習得，「ステージⅢ」では「柑橘産業の先端技術状況と就職・進学・
経済支援に関わる社会制度」を理解し，柑橘産業の将来を担うイノベーション人材になることを
目指していただきます。

【付与される称号の名称】 「愛媛大学柑橘産業イノベーター」

【開講期間】 令和5年8月～令和6年２月
【開講形式】 2回の対面講義（オンライン・オンデマンド配信あり）＋オンデマンド配信

+ 2回の現地実習（オンデマンドあり）

【募集人数】 ３０人 【受講料】 3万円
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観光サービス人材
リカレントプログラム
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愛媛大学地域専門人材育成・
リカレント教育支援センターの活動例
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今後の展望

愛媛大学の
地域連携/社会人リカレント教育プログラムは，

地域ニーズに対応して，
着実に発展してきている．

今後も更に進化を遂げるために，
様々な工夫を重ね，

全世代対応型の「地域における知の拠点」としての
愛媛大学の益々の充実につなげる．
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